
Ｐ
Ｘ
に
よ
る
我
が
国
の
労
働
生
産
性
の
向
上 

 

荒
野 

喆
也 

 

日
本
の
生
産
性
は
、
こ
れ
ま
で
米
国
や
欧
州
の
先
進
的
な
技
術
や
知
識
を
吸
収
し
な
が
ら
、
上
昇

率
を
高
め
続
け
て
き
た
。
労
働
生
産
性
は
、
労
働
の
投
入
に
よ
り
ど
れ
だ
け
付
加
価
値
が
上
が
っ
た

か
を
評
価
す
る
付
加
価
値
労
働
生
産
性
で
あ
る
。
こ
の
指
数
で
い
え
ば
、
我
が
国
の
、
労
働
生
産
性

水
準
は
主
要
先
進
国
七
か
国(G7)
に
お
い
て
一
九
七
〇
年
以
降
最
下
位
で
あ
る
。
日
本
経
済
の
停
滞

が
目
に
見
え
て
顕
著
に
な
っ
た
の
は
、
ニ
〇
〇
〇
年
以
降
で
あ
る
。
我
が
国
の
労
働
生
産
性
を
今
後

ど
の
よ
う
に
す
べ
き
か
に
つ
い
て
は
、
日
本
生
産
性
本
部
の
研
究
結
果
が
あ
る
が
、
産
業
界
が
自
由

な
発
想
の
も
と
に
自
ら
取
り
組
む
自
主
性
と
、
政
府
側
か
ら
の
産
業
界
の
実
力
が
い
か
ん
な
く
発
揮

で
き
る
た
め
の
環
境
整
備
で
あ
り
、
産
学
官
の
連
携
が
重
要
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
生
産

性
向
上
の
エ
ン
ジ
ン
は
、
具
体
的
に
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
力
の
強
化
と
人
材
育
成
の
強
化
と
い
わ
れ

て
い
る
。 

 (

一) 

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
力
の
強
化 

 

技
術
革
新
は
、
人
間
の
知
的
能
力
を
拡
張
し
、
人
間
の
高
度
な
価
値
の
実
現
を
目
指
す
も
の
で
あ

る
。
我
々
は
、
こ
れ
を
通
し
て
か
つ
て
な
い
生
産
性
を
実
現
し
、
か
つ
新
た
な
市
場
を
創
造
し
革
新

的
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
通
じ
て
創
出
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
生
産
性
の
分
子
で
あ
る
付
加
価
値
の

増
大
を
図
る
た
め
に
は
技
術
革
新
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
投
資
を
抜
本
的
に
拡
大
す
る
必
要
が
あ

る
。
そ
し
て
、
企
業
は
、
自
前
主
義
を
脱
し
、
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
展
開
が
必
要
で
あ
る
。 

 

(

二)

人
材
育
成
の
強
化 

人
材
育
成
の
抜
本
的
拡
充
は
、
先
端
技
術
分
野
の
人
材
育
成
と
と
も
に
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
作
り 

出
し
て
い
く
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
人
材
力
の
強
化
は
、
激
し
い
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
競
争
に
打
ち
勝
つ
た
め
の
基
本
戦
略
で
あ
る
。 

こ
れ
か
ら
の
社
会
は
人
間
の
時
代
だ
。
生
産
性
向
上
こ
そ
、
こ
の
停
滞
を
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
し
明
日 

の
良
き
社
会
を
創
る
唯
一
の
方
法
で
あ
る
。 

 

日
本
企
業
は
、
生
産
性
本
部
の
進
め
るPX

(Productivit
y 

T
r
ansf

o
rma

ti
on)

プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ

ビ
ィ
テ
ィ
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
イ
シ
ョ
ン
を
企
業
経
営
の
新
し
い
視
点
と
し
て
実
現
し
、
持
続
的
に

発
展
す
る
こ
と
が
最
優
先
の
課
題
で
あ
る
。 


